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第47号　令和８年３月　赤江地域まちづくり推進委員会発行宮崎市地域コミュニティ活動交付金活用事業・特例交付金活用事業

★あたらしい赤江のまつり「第1回赤江ふるさとフェスタ」11月30日開催しました。約1600名が交流
★赤江まちづくりガイド③あたらしい赤江をつくる。赤江の二つの青少年育成協議会と中学生ボランティアクラブ活動
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令和7年度事業実施報告（2025年9月～2026年2月）

救命講座事業

わくわく防災体験事業

災害救助資機材等設置事業

青パト活動報告

つくってあそぼ事業

花でつなごう西田橋事業

カレンダーを作ろう事業

令和7年度活動報告

防災かまどベンチ事業

熱気球から地域を眺めよう事業

楽しく学ぼうエコ遊び事業

あかえ花いっぱい事業

あかえ寺子屋事業（音楽と茶の湯）

　今年度も宮崎南消防署に
おいて救命講座を開催。心
肺蘇生法やAEDの救命処置
訓練と応急手当の処置方法
を学びました。毎年参加さ
れている人も多く、次年度
以降も継続して開催を予定
しています。皆様の参加を
お待ちしています。
　いざという時、身近な方々
も処置ができるようにするためには、日頃の訓練がとても大切
です。自然に処置ができることを目標にしています。　　　　
　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　  （あんぜん部会）

　災害支援活動の一環として地域内の小中学校へ備蓄品と救
助資機材等を設置しています。災害時に支障なく使用できるよ
うに毎年、備蓄品などの点検・交換を年1回行っています。また、
青少協やPTAと連携して救
助資機材の展示や使用体験
も行っています。
　南海トラフ地震も想定さ
れる中、もしもの時の避難
や救助等で役立てていただ
ければ幸いです。
                 （あんぜん部会）

　9月27日(土)に大浦真樹先生を講師に迎え、『プランツギャザ
リング教室』を34名の参加で
開催しました。家族での参加
も多く、花苗をひとつにまと
め鉢に植え込む作業が大変
好評で、次年度の開催要望も
多く、植物の魅力や生命力を
感じる体験ができました。　  
　　　　　　　  （環境部会）

　11月8日、ピアノトリオと茶の湯コンサートを宝泉寺で開催。
金子紗瑛夏さん（ヴァイオリン）・土田浩さん（チェロ）・土田悦子
さん（ピアノ）による演奏と宮崎公立大学茶道部の皆さんによる
呈茶を約70名が楽しみました。ハンガリー舞曲第6番、白鳥など
のクラシックの名曲から日本の曲まで12曲演奏。最後は観客も
一緒に『月見ヶ丘のうた』（富永利彦作詞、服部良一作曲）などを
歌いました。「生演奏がとても心地よく癒やされた」「音楽を通じ
て赤江のことを知ることが
できてうれしい」等の感想
が聞かれました。今後も地
元の文化や歴史を伝える活
動で地域の役に立ちたいと
考えています。  （文化部会）

　あかえ青パト隊は、平成26年に結成し、
現在36名（女性6名）で活動しています。
　活動の内容は、小中学生の登下校時の
見守り、高齢者の徘徊等見守り、空き巣等
の犯罪抑止等を中心に赤江地域を青色回
転灯をつけて巡回しています。
　赤江地域まちづくり推進委員会、小中学
校PTA、青少年育成協議会、民生委員児童
委員、病院施設の職員の方が中心となって
活動を行っています。地道な活動ですが、少しでも地域に貢献で
きればと考えています。
　この活動に興味のある方は、宮崎南警察署に登録し、簡単な講
習で活動できますので、ぜひともPTA、青少協などを通じてご
参加ください。                 　　　　　　　　　（あんぜん部会）

　12月13日に八重川にか
かる西田橋に花を植えま
した。地域の方や地元の中
学生・高校生やボランティ
アの方など計140名の参
加がありました。
　定期的な水やりも皆さ
んの協力を得て、きれいに咲き、通りすがりの方を楽しませてい
ます。また、昨年に続き宮崎市の花のコンクールの団体部門で優
良賞を受賞しました。                 　　　　　　（つなごう部会）

　カレンダーに掲載する赤江の風景写真を募集し、今年度は
115点の作品の応募がありました。10月18日(土)審査会を実
施。地域の写真家と高校写真部
の先生等に審査員になってい
ただき、9点の『残したい赤江
の風景』作品の入賞選考を行い
ました。色彩豊かな風景写真
に、改めて赤江の魅力を感じる
カレンダーができました。
　　　　　　　　（広報部会）

　今年度から活動を開始。5月から7回実施した部会の中で、地域
社会やまち推での当部会の役
割について話し合いながら、次
年度事業を計画しました。映写
会や講演会を行い、赤江の福祉
について皆で学び、語る場を創
っていきます。どうぞご参加く
ださい。               （福祉部会）

　小学校のグラウンドで５・６年生を対象とした熱気球の搭乗
体験を開催しました。子どもたちや保護者たちは数人ずつバス
ケットに乗り込み、バーナーが燃焼するとふわりと上昇し、校舎
よりも高いところからの眺めを
楽しんでいました。火に関する防
災学習や、焼き芋やクッキーのプ
レゼントもありました。
11/15（土）恒久小学校 
12/6（土）宮崎南小学校
12/20（土）赤江小学校
共催：ガスパル九州
協力：宮崎大学気球部・OB会
                    　（みんなの部会）

　今年度は、新しい防災
かまどベンチを宮崎農
業高等学校に設置しま
した。建築士会の皆様の
入念な準備と丁寧なご
指導のおかげで、参加さ
れた自治会の方々や農
業高校の皆さんとともに、楽しく立派なベンチを製作すること
ができました。当日は、農業高校の生徒の皆さんが準備した防災
カレーをおいしくいただきました。 
　日を置いて行われた火入れ式には、福祉施設の方も参加し、多
くのメンバーで防災かまどベンチを囲みながら食事をすること
ができました。
　防災かまどベンチは、日常生活の中で防災について考えてい
ただくための、ほんの小さなきっかけとなるものです。
　なお、本取り組みはMRT「みらい・みやざき まなび隊」でも紹
介されています。以下にURLを添付します。
　https://youtube/8yGsPjYqqy8      　   （みんなの部会）

　7月26日(土)に、公益財団法人宮崎県環境科学協会の講師4名
をお迎えし、児童31名と保
護者20名の参加で開催しま
した。
　環境動画の視聴、ゴミ分
別ゲーム、足を使った発電
体験、ハガキ作り工作を行
いました。親子共々楽しく
学び、大満足で終わること
ができました。  （環境部会）

　10月12日（日）に開催し
ました。台風接近のため安
全を考慮して屋外のイベン
トは中止。開催当日は、天候
も回復して約200名の来場
者でにぎわいました。
　防災講座では地震につい
ての動画や資料で、東日本
震災の被害を思い起こさせ
る内容が紹介され、参加者からの質疑応答も活発に行われまし
た。段ボールベッドの組み立ても経験して寝心地を試していた
だきました。
　次年度以降も継続して実施すべく、新たな会場も模索検討し
ます。　　　　　　　　　　　 　　　　　　   （あんぜん部会）
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　8月23日、赤江東地区交流センターで小学生を対象として開
催。今回は紙飛行機を作り、ゴムを使って遠くまで飛ばしまし
た。親子での参加もあり楽し
んでいました。
　また体育館の中で、フリス
ビーの指導を受け、的に向か
って投げました。今後も赤江
地域に住む子供たちと一緒に
遊びを作り楽しむ交流の場を
作っていきたいと思います。  
　  　　　   （つなごう部会）

赤江地域まちづくり推進委員会 会長 佐藤正信ご あ い さ つ

　第1回目の「赤江ふるさとフェスタ」は、各団体をはじめ地域の皆
さまに、たくさんのご協力をいただき大変喜んでいただきました。次
回もぜひというお声が寄せられていますので、皆さまも実行委員会
に参加してフェスタの開催に向けて知恵と力をお貸しください。

　まち推では、今年度も7つの部会で地域の皆さまのお役に立てる
事業を下記のとおり行いました。今後も地域の皆さまと住みよい
赤江のまちづくりに取り組んで参ります。今後ともどうぞよろしく
お願いいたします。

1月31日、介護保険の研修を受講



第1回

イ
ベ
ン
ト
内
容

（
実
施
団
体
）

スマホで撮り方
ワークショップ
講師：綾順博

赤江っ子フェスタ
赤江小PTA

新聞紙エコバッグをつくろう
赤江地区青少年育成協議会

血圧・血糖値が気になる
あなたへ

社会福祉法人 耕和会 迫田病院

きみも消防士になって
みよう

宮崎市消防団赤江分団

ハンドメイドと
ワークショップ

街かど商店　月見ヶ丘6区

ハンドメイド作品の販売
赤江スポーツ少年団

赤江っ子
ワクワクお話しハウス

プチトマト

防災食コンテスト
災害食ラボ

四半的弓道体験会
四半的愛好会

2025.11.30
会場：赤江小学校

野球体験
宮崎ヤンキース

赤江まちづくり 文化部会

赤江茶屋
宮崎市社会福祉協議会

車いす体験

吹奏楽演奏（宮崎南高等学校吹奏楽部）
和太鼓演奏（あゆみこども園職員）
獅子舞（恒久神社獅子舞保存会）

オープニング

みやざき菜屋マン
,
s

やさい販売
薩摩大志（宮崎大学気球部OB）

熱気球体験

　11月下旬とは思えないほど暖かい日に、「赤江ふるさとフェスタ」が開催されました。本事業は、赤江
エリアの各団体の皆様にご協力をいただき、開催する運びとなりました。初めての試みであったため、
24回にも及ぶ実行委員会での熱心な協議を経て、実現することができました。
　まつりのテーマを『赤江の文化継承』とし、来場者に楽しんでいただくため、数多くのイベントを開催
することができました。当日は1,600名もの来場者にお越しいただき、大盛況の事業となりました。
　計画に携わっていただいた皆様、当日ブースを出展していただいた皆様、ご参加いただいた皆様に、心
より感謝申し上げます。今回の事業を通して、多くの人と人がつながることができました。このつながり
をきっかけに、赤江がますます魅力ある地域へと発展していくことを願っています。

赤江ふるさとフェスタ実行委員会　委員長　越山　明典

みやざき犬むぅちゃんハイポーズ!!

はじめての抹茶

ハンドメイド作品販売

ボランティア
によるゴミス

テーション

休憩テントでお
食事

赤江ふるさとフ
ェスタ会場玄関

赤江の写真と古本持ち帰り

新聞紙でエコバックを作ろう

新聞紙でエコバックを作ろうボランティア

あゆみこども園職員の和太鼓演奏

クッキー販
売とボラン

ティア

ハンドメイド作品
販売

未来の消防士スージーさん名司会

赤江の軽食販売

キッチンカー

家族で抹
茶

救急車と学ぶ&き
みも消防士になっ

てみよう早朝から熱気球体験

児童が考え
る防災（パ

レット）
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開催!!
実る・つながる・広がる

明治安田 健康チェック
明治安田生命

介護・生活相談
赤江地区地域包括支援センター

救急車と学ぶ「もしも」のとき!
宮崎市南消防署

豚汁ふるまい
みどり食堂

津波避難場所の体験
赤江まちづくり あんぜん部会

赤江東地区青少年育成協議会

赤江の店/軽食販売
社会福祉法人げんき はにわの会 仲間の家

Bickyドリンク研究所
スイートガーデン

聚百福
本家宮崎肉巻きおにぎり
SOUL KITCHEN

フィナーレ
押川重則さんの「日向木挽唄」
じょうさ節（さんさんクラブ緑ヶ丘）
防災食コンテスト表彰・せんぐまき

写真とパネル展示
赤江の写真と古本持ち帰り
赤江のカレンダー写真
地域の団体紹介

みやざき動物愛護センター
宮崎市男女共同参画センター「パレット」

赤江まちづくり つなごう部会

駄菓子屋（縁日）

　体育館会場ではオープニングステージとして宮崎南高等学校吹奏楽部の

演奏、あゆみこども園職員による和太鼓演奏、獅子舞演舞で華々しくスター

トしました。場内ではふるさとフェスタならではの赤江の歴史に触れるコ

ーナー、赤江地域内の各団体による子ども向けのお楽しみコーナーや、介

護・健康・福祉などに関する相談や体験ができるコーナー、プロの写真家に

よるスマホで写真を撮るためのワークショップなどもあり、どのコーナー

もにぎわいを見せていました。

　エンディングでは押川重則さんの民謡「日向木挽唄」の後、宮崎市のキャ

ラクター・みやねこも登場しての防災食コンテストの審査発表、さんさんク

ラブ緑ヶ丘の皆さんによる「じょうさ節」踊りで会場一体となり、せんぐまき

で大人も子どももみんなでめいっぱい楽しみながら笑顔で幕を閉じました。

エコゴミステーション

押川重則さんじょうさ節踊り

駄菓子屋さん大盛況

車いす体験コーナー

スタンプラリーと新聞紙でエコバックを作ろう せんぐまきでフィナーレ

介護・生活相談

血圧・血糖値が気になるあなたへ

健康チェック

防災食コンテスト

紙芝居

スマホで撮り方ワークショップ

オープニング演奏と観客

宮崎南高校吹奏楽部演奏によるオープニング演奏

赤江っ子からプロ野球選手!?

防災食できた～!

防災食おいしそう!
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自治会に加入しましょう

■編集後記
赤江地域まちづくり推進委員会 広報紙「人♡夢♡あかえ」47号
2026年3月1日発行／広報部会編集制作
〇広報紙「人♡夢♡あかえ」は赤江地域の自治会のご協力により
皆さんにお届けしています。次号48号は6月発行予定。
赤江地域まちづくり推進委員会事務局
（赤江地域センター内）電話0985-51-5122
メールアドレス akae5730@miyazaki-catv.ne.jp

まちづくり会員募集中!!
あなたの趣味や特技が活かせるかもしれ
ません。興味のある方は、赤江まちづくり事
務局までお気軽にご連絡ください。

あたらしい赤江をつくる。中学生のボランティア活動

赤江中ボランティアクラブ

赤江東中ボランティアクラブ

③

　2年連続で市の表彰を受けたつなごう部会「花でつなごう西田
橋」事業。その作業に毎回参加した中学生を「表彰した」とのこと
▲すばらしい活動をする人は黙ってするので知られることが少な
い。人目にふれにくい。そんな、当たり前に見えるが実はそうでは
ないことをする人が地域やまち推で活動しています▲若いみなさ
んも、若くないみなさんも大歓迎のまち推です（康）

－ 4 －

　赤江東地区青少年育成協議会（松山史典会長）では昨年度より発足
した「ボランティアクラブ」が様々な場面で活躍しています。月1回の
ミーティングを通して身近な社会課題について考え、自治会の防災
訓練や地域行事への協力を積極的に行っています。赤江ふるさとフ
ェスタでは、メンバーが主体となってゴミステーションを運営しま
した。かわいいゴミ箱作成から分別の指導まで大活躍でした。
　ぜひ皆さんも一緒に活動してみませんか。

大きなキャンバスプロジェクト ボランティアクラブメンバー（一部）

赤江ふるさとフェスタのエコゴミステーションを運営 

恒久小オープンスクール防災コーナー

ごみ拾いウォークラリー あかえスイートピーのプランター設置作業巨大な鳥の地上絵現る ごみ拾いウォークラリーで豚汁のふるまい あかえスイートピーに水やり

　赤江地区青少年育成協議会（日吉健二会長）では、発足して3年のボ
ランティアクラブに、現在約30名の生徒が登録しています。毎月の
集会では、赤江青少協の活動案内やイベントスタッフ募集などを行
っています。
　活動内容としては、測量機器を駆使してグラウンドに巨大な絵を
描く「大きなキャンバスプロジェクト」や、小学校での防災コーナー
運営、赤江ふるさとフェスタでのエコバッグ作り、ごみ拾いウォーク
ラリーや防災かまどベンチ炊出し訓練のスタッフとしての活動な
ど、地域の学校や世代を超えた交流を大切にしています。
　また、現在は松田聖子さんの名曲にちなんだ「あかえスイートピー」を
校内で育てています。この広報誌がお手元に届く頃には、JR田吉駅が甘
い花の香りに包まれ、地域の皆さんの心を癒していることでしょう。

アイデア満載のゴミ箱制作風景 地域防災についての学習会笑顔いっぱいの赤い羽根共同募金街頭活動

宮崎南高校生の探求学習にも協力

　赤江地域では「赤江地区」と「赤江東地区」の2つの青少年育成協議会（青少協）が活動しています。両組織は密に連携し、学校周辺の美化
や学習支援（寺子屋）、防災活動などを通じて、地域の子どもたちの安全と健やかな成長をサポートしています。特徴的なのは、中学生によ
るボランティアクラブの存在です。地域の活動を力強く支える、各クラブの取り組みをご紹介します。  


